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（百万円未満切捨て） 

１．平成24年２月期第３四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年11月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第３四半期 164,246 0.6 6,234 27.9 6,189 20.2 1,072 △47.1
23年２月期第３四半期 163,263 0.6 4,875 20.6 5,147 17.2 2,027 △7.6

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 

四半期純利益 
 円 銭 円 銭

24年２月期第３四半期 16.55 －
23年２月期第３四半期 31.30 －

 
(2) 連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第３四半期 79,997 41,386 51.7 638.94
23年２月期 78,091 41,284 52.9 637.36

（参考） 自己資本  24年２月期第３四半期 41,386百万円 23年２月期 41,284百万円 

 
２．配当の状況 

 年間配当金 

 
第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年２月期 － 7.00 － 7.00 14.00 
24年２月期 － 7.00 －

14.00 
24年２月期(予想)  7.00
（注）配当予想の当四半期における修正の有無： 無 
 
３．平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通     期 219,200 0.3 7,700 13.3 7,800 5.6 1,400 △56.5 21.61
（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 
 

 



４．その他（詳細は、【添付資料】Ｐ.４「２．その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無 

新規 ―社        、除外 ―社   
(注)当四半期会計期間における連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有 

(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更  無 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

   
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年２月期３Ｑ 65,013,859株 23年２月期 65,013,859株
② 期末自己株式数 24年２月期３Ｑ 240,106株 23年２月期 240,054株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年２月期３Ｑ 64,773,781株 23年２月期３Ｑ 64,773,857株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了してお

りません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいております。そのため、様々

な要因により実際の業績は上記予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想につきましては

Ｐ.３「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により景気悪化に陥り、

一部に回復の動きが見られるものの、海外経済の減速や円高の影響など先行き不透明な状況にあ

ります。小売業界におきましても、震災後の生産活動の停滞や流通網の寸断による影響や、電力

不足に伴う計画停電や電力使用制限への対応など厳しい経営環境となりました。 

このような状況の中、当社グループは、お客様に共感していただける店舗づくりを目指し、良

質な商品とサービスをロープライスで提供できる仕組みの確立に取り組みました。 

営業面におきましては、商品供給の安定化に伴いお客様からご好評を頂いていた「曜日市」を

再開するとともに、店内販促企画や品揃えの見直しを行い、選び易く買い易い売り場作りに努め

ました。また、「トップバリュ レディーミール」等のレトルト惣菜や半調理品など簡便性ニー

ズに対応した商品の品揃えを新店より順次行いました。 

災害復旧・復興に向けた取り組みでは、行政への救援・支援物資の提供、義援金の寄贈、災害

復興支援募金活動等を行ってまいりました。さらに、震災で甚大な被害を受けた岩手県陸前高田

市に古くから伝わる七夕まつりの復活を支援する復興支援カレンダー「明日暦」を製作し11月よ

り募金活動を行いました。 

出店につきましては、馬渡店（茨城県ひたちなか市）、万博記念公園駅前店（茨城県つくば

市）、フードスクエアあすみが丘店（千葉県千葉市）の３店舗を開店しました。既存店の活性化

では、ＦＯＯＤ ＯＦＦストッカー白岡原ケ井戸店を増床改装するとともに、元吉田店、土浦田

中店を「ＦＯＯＤ ＯＦＦストッカー」に業態転換しました。 

また、震災の影響によりＦＯＯＤ ＯＦＦストッカー芳賀店及び勝田駅前店を閉鎖し、総店舗

数は当第３四半期連結会計期間末現在140店舗となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は1,642億46百万円（前年同期比0.6％増）

となりました。営業利益は62億34百万円（前年同期比27.9％増）、経常利益は61億89百万円（前

年同期比20.2％増）となりました。また、特別損失に災害損失23億１百万円、災害損失引当金繰

入額26百万円及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額10億61百万円等を計上したことによ

り、四半期純利益は10億72百万円（前年同期比47.1％減）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ19億５百万円増加（2.4％増）

し、799億97百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ２億10百万円増加（0.9％増）し、223億82百万円となりま

した。主に受取手形及び売掛金の増加３億75百万円、たな卸資産の増加３億41百万円及び繰延税

金資産の増加２億77百万円、現金及び預金の減少７億58百万円によるものであります。固定資産

は前連結会計年度末に比べ16億95百万円増加（3.0％増）し、576億14百万円となりました。主に

有形固定資産の増加21億88百万円、無形固定資産の減少２億27百万円及び投資その他の資産の減

少２億65百万円によるものであります。流動負債は前連結会計年度末に比べ15億66百万円増加

（5.6％増）し、294億27百万円となりました。主に買掛金の増加20億20百万円、賞与引当金の増

加７億56百万円及び未払費用の増加４億65百万円、短期借入金の減少10億82百万円及び未払法人

税等の減少８億38百万円によるものであります。固定負債は前連結会計年度末に比べ２億37百万

円増加（2.7％増）し、91億83百万円となりました。主に資産除去債務15億66百万円の計上、長

期借入金の減少８億16百万円、リース債務の減少１億94百万円及び長期預り保証金の減少１億79

百万円によるものであります。純資産額は前連結会計年度末に比べ１億２百万円増加（0.2％増）

し、413億86百万円となりました。主に利益剰余金の増加によるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前年同

四半期末に比べ２億３百万円減少し115億82百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は64億50百万円（前年同四半期に比べ８百万円の増加）となりま

した。これは、主に税金等調整前四半期純利益22億70百万円に加え、資金の支出を伴わない資産

除去債務会計基準の適用に伴う影響額10億61百万円及び減価償却費23億34百万円、仕入債務の増

加額20億20百万円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は42億８百万円（前年同四半期に比べ22億99百万円の増加）とな

りました。これは、主に有形固定資産の取得による支出39億57百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は30億円（前年同四半期に比べ10億83百万円の減少）となりまし

た。これは、主に長期借入金の返済による支出18億98百万円及び配当金の支払額９億６百万円等

によるものであります。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年２月期の連結業績予想につきましては、現時点では平成23年10月３日に公表いたしま

した数値からの変更はありません。 
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２．その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

該当事項はありません。 

(2)  簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められる場合には、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

(3)  四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（会計処理基準に関する事項） 

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平

成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日)を適用しております。 

この適用により、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が62百万円減少し、税金

等調整前四半期純利益が1,123百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は1,468百万円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年

３月10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第

24号 平成20年３月10日)を適用しております。なお、適用による影響はありません。 

（表示方法の変更） 

四半期連結貸借対照表関係 

前第３四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました流動負債「リース債務」及び固

定負債「リース債務」は、重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結会計期間より流動負債

「その他」に256百万円及び固定負債「その他」に331百万円を含めて表示しております。 

四半期連結損益計算書関係 

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めておりました「補助金収

入」は、営業外収益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記し

ております。なお、前第３四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「補助金収

入」は61百万円であります。 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24

日 内閣府令第５号)を適用しております。 

この適用により、当第３四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目

を表示しております。 

（追加情報） 

災害損失引当金 

東日本大震災により、被災した資産の復旧工事費用等の支出に備えるため、当第３四半期連結

累計期間末における見込み額を計上しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の特別損失として災害損失引当金繰入額26百万円を計

上しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,583 12,341

受取手形及び売掛金 1,619 1,243

たな卸資産 4,551 4,210

繰延税金資産 1,534 1,257

その他 3,096 3,121

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 22,382 22,172

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,232 19,308

土地 13,288 11,555

その他（純額） 3,174 2,643

有形固定資産合計 35,695 33,507

無形固定資産 974 1,201

投資その他の資産   

投資有価証券 6,702 7,163

繰延税金資産 3,562 3,025

敷金及び保証金 9,734 9,954

その他 1,058 1,264

貸倒引当金 △111 △196

投資その他の資産合計 20,945 21,210

固定資産合計 57,614 55,919

資産合計 79,997 78,091
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 18,107 16,086

短期借入金 1,409 2,492

未払法人税等 645 1,483

賞与引当金 2,074 1,318

転貸損失引当金 24 24

災害損失引当金 26 －

その他 7,140 6,456

流動負債合計 29,427 27,861

固定負債   

長期借入金 1,565 2,381

退職給付引当金 1,946 1,907

役員退職慰労引当金 21 17

転貸損失引当金 0 18

債務保証損失引当金 115 115

資産除去債務 1,566 －

長期預り保証金 3,198 3,378

その他 768 1,127

固定負債合計 9,183 8,946

負債合計 38,611 36,807

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,428 14,428

資本剰余金 14,116 14,116

利益剰余金 12,941 12,775

自己株式 △138 △138

株主資本合計 41,347 41,181

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 39 102

評価・換算差額等合計 39 102

純資産合計 41,386 41,284

負債純資産合計 79,997 78,091
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

売上高 157,746 158,740

売上原価 117,134 117,136

売上総利益 40,611 41,603

営業収入 5,516 5,505

営業総利益 46,128 47,109

販売費及び一般管理費 41,253 40,874

営業利益 4,875 6,234

営業外収益   

受取利息 40 37

受取配当金 26 25

持分法による投資利益 40 －

テナント契約解約違約金収入 73 －

補助金収入 － 74

その他 165 139

営業外収益合計 344 277

営業外費用   

支払利息 68 38

持分法による投資損失 － 278

その他 3 7

営業外費用合計 72 323

経常利益 5,147 6,189

特別利益   

貸倒引当金戻入額 18 59

賞与引当金戻入額 24 －

前期損益修正益 － 42

その他 3 2

特別利益合計 45 104

特別損失   

固定資産除売却損 68 33

減損損失 1,043 565

店舗閉鎖損失 0 －

災害損失引当金繰入額 － 26

災害損失 － 2,301

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,061

その他 78 35

特別損失合計 1,191 4,023

税金等調整前四半期純利益 4,002 2,270

法人税、住民税及び事業税 2,185 1,969

法人税等調整額 △210 △771

法人税等合計 1,974 1,198

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,072

四半期純利益 2,027 1,072
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,002 2,270

減価償却費 2,438 2,334

減損損失 1,043 565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,061

災害損失 － 2,301

固定資産除売却損益（△は益） 68 33

持分法による投資損益（△は益） △40 278

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22 △85

賞与引当金の増減額（△は減少） 660 756

退職給付引当金の増減額（△は減少） 52 39

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △18 △18

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 26

受取利息及び受取配当金 △66 △63

支払利息 68 38

売上債権の増減額（△は増加） 810 △375

たな卸資産の増減額（△は増加） △626 △341

未収入金の増減額（△は増加） 554 159

仕入債務の増減額（△は減少） 1,485 2,020

未払費用の増減額（△は減少） △311 468

預り保証金の増減額（△は減少） △204 △179

敷金及び保証金の賃料相殺額 437 432

その他 △335 △269

小計 9,996 11,453

利息及び配当金の受取額 87 88

利息の支払額 △69 △40

災害損失の支払額 － △2,299

法人税等の支払額 △3,571 △2,750

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,442 6,450

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,730 △3,957

敷金及び保証金の差入による支出 △27 △225

敷金及び保証金の回収による収入 51 52

ソフトウエアの取得による支出 △265 △143

その他 63 65

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,908 △4,208
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △150 －

長期借入金の返済による支出 △2,834 △1,898

リース債務の返済による支出 △192 △196

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △906 △906

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,083 △3,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 450 △758

現金及び現金同等物の期首残高 11,336 12,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,786 11,582

株式会社カスミ　（8196）平成24年２月期　第３四半期決算短信

－9－



 (4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

(5) セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

小売事業の営業収益及び営業利益の金額が全セグメントの営業収益合計及び営業利益合計の90％

を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年11月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

 

【セグメント情報】 

当社グループは、スーパーマーケット事業を単一の報告セグメントとしており、その他事業につい 

ては、重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。 

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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